
医学部における研究マインド醸成のための取組例

※千葉大学大学院医学研究院・医学部公表資料より医学教育課において一部改変

スカラーシッププログラム

必修で3年、選択で6年の長期研究者養成プログラム

臨床実習期間に行われる、個人毎の主体的活動

基礎、臨床、社会医学領域での研究の意義を理解し、新しい情報を生み出すために論理的・批判的な思考を養う。

◆ 千葉大学医学部学生に対する研究指導の事例

・ 研究室配属は1年次から開始され、全員が必修で3年間基礎系や臨床系の研
究室で学ぶ。さらに研究を継続させたい学生はアドバンスト・コースを選択すること
により4年次以降も研究を続けることができる。

・査読のある学会・研究会・論文発表を行った学生や、ちばBasic & Clinical 
Research Conference、研究医養成コンソーシアム等において研究発表を
行った学生に対しては「千葉大学医学部スカラーシップ賞」を用意しているほか、
アドバンストの単位取得者のうち成績優秀者には、大学院進学時の授業料減
免などの権利が付与される。

(平成20年度～）

アスパイア・プロジェクト
(平成31年度～）

(発表の様子）

・カリキュラム上、臨床実習が行われている期間において、個人毎に設定された 8 週の
間に行う。この期間中は臨床実習には参加しない為、学生は皆、比較的自由に時間
を使う事ができる。この期間中に、自らのキャリア形成や識能向上を目的とした活動計
画を自由に立案し、実施・振り返りを行うことで、医学・医療に携わる者としてのプロ
フェッショナリズム等を向上させることができる。

・内容は基礎研究を行った者、診療技能を高める活動をする者、離島を含め多様な医療
現場に参加する者など多岐に渡っている。年に数回「アスパイア・プロジェクト報告会」が
開催され、医学部の教員による採点のもとで最優秀賞・優秀賞の表彰がある。
最優秀賞に選ばれた学生には、さらに千葉医学会から奨励賞が授与され、大学院生ら
にまじって発表をする機会が与えられる。研究成果が認められる機会があることで、学生
たちのモチベーション向上につながっている。

参考資料３
今後の医学教育の在り方に関する
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医学部における研究マインド醸成のための取組例
※名古屋大学医学部公表資料より医学教育課において一部改変

基礎医学セミナー（正課内）

3年生後期に半年間の長期研究室配属 学生の自発的な研究活動を最大限サポート

豊かな想像力を発揮し、未知の領域に常に挑戦しながら、革新的な医学・医療を創造する研究者になるための基本的な姿勢を身につける
名古屋大学医学部医学科 ディプロマ・ポリシーより

◆ 名古屋大学医学部学生に対する研究指導の事例

• 基礎医学の講義・実習が一通り終った3年生後期の半年間は、講義室を完全
に離れ、最前線の研究を進めている基礎講座（社会医学系講座・環境医学
研究所各部門・総合保健体育科学センターを含む）に身を置いて、生の研究
生活を体験する。

• 各研究室に2-4名ずつが配属され、指導教員の直接指導の下で実験・研究を
実践しながら、科学的思考法を体得する。

• セミナー終了後、口頭またはポスター形式による成果の発表が義務付けられて
おり、優秀者には表彰するとともに、海外の学会等へ派遣される機会が与えられ
る。

(平成3年度～）

名古屋大学医学部学生研究会（正課外）
(平成23年度～）

(学生研究会HP）

• 標準のカリキュラムに加えて、1年次から自発的に研究室で研究を行うことができるよ
う、名古屋大学医学部では学生研究会を設置し、研究活動を行っている学生を支
援している。以下の2つのコースからなる。

ベーシックコース
• 研究に興味があるがまだ研究を始めていない学生を対象に、研究室見学の斡旋（ラ
ボツアー）、医学部での研究についての紹介（メディカルサイエンスカフェ）、プレゼン
テーションや論文の読み方などの指導（ベーシックミーティング）を行っている。

アドバンストコース
• 研究室に所属して、研究活動を行っている学生を対象に実施。
• 進捗報告会や全国学生リトリートへの参加により、研究発表や質疑応答のトレーニ
ングを積むことができる。全国学生リトリートでは、全国の医学部生と合宿を行い、学
生同士で切磋琢磨することで、知見を広げリサーチマインドを涵養する。

• 学会参加や海外派遣などについて費用のサポートを受けられる。

(ポスター発表の様子） (口頭発表の様子） (ラボツアー）


